
 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 単元の目標 

技能 
・ねらったところにボールを蹴ったり、転がってくるボールに合わせて体を動か

し止めたりすることができるようにする。 

態度 
・きまりを守って友達と仲良くゲームをすることができるようにする。 

・勝敗を素直に認めることができるようにする。 

思考・判断 ・楽しくゲームをし、蹴り方や攻め方を工夫することができるようにする。 

 

２ ２年間を見通した評価計画 

 １年生 ２年生 

評価規準 具体的な児童の姿 評価規準 具体的な児童の姿 

技
能 

・ボールを足の甲や

内側で蹴ることが

できる。 

・ボールを強く蹴る

ことができる。 

 

○ 狙 っ た と こ ろ に ボ

ールを蹴っている。 

 

 

・ボールを状況に応じ

て足の甲や内側で蹴

ることができる。 

 

・狙った所にボールを

蹴ったり、ボールを

受けたり止めたりす

ることができる。 

○チームで連携して、

ディフェンスのいな

いスペースを作り、

狙って蹴っている。 

○パスをつないで、ス

ペースを作ることが

できる。 

態
度 

・きまりを守り、友

達 と 仲 よ く す す

ん で ゲ ー ム に 取

り 組 も う と し て

いる。 

・場の安全に気をつ

け よ う と し て い

る。 

・勝敗を素直に受け

入 れ よ う と し て

いる。 

○ き ま り を 理 解 し 友

達 と 楽 し ん で ゲ ー

ムに参加している。 

 

 

○ 用 具 の 安 全 な 扱 い

方がわかっている。 

 

○勝敗を素直に認め、

あ い さ つ を き ち ん

としている。 

 

・きまりを守り、友達

と仲よく進んでゲー

ムに取り組もうとし

ている。 

 

・場の安全に気をつけ

ようとしている。 

 

・勝敗を素直に受け入

れようとしている。 

 

○きまりを理解し友達

と声を掛け合いなが

ら積極的にゲームに

参加している。 

 

○友達と一緒に安全に

用具の準備や片付け

をしている。 

○勝敗を素直に認め、

あいさつをきちんと

している。 

 

思
考
・
判
断 

・ゲームの行い方や

攻 め 方 を 知 ろ う

としている。 

 

○ゲームを通して、ど

ん な 攻 め 方 が あ る

のかを考えて、いろ

い ろ な 動 き を 試 し

ている。 

・ゲームの行い方を選

ぼうとしている。 

 

 

・攻め方を見つけよう

としている。 

○楽しくゲームができ

る場や得点方法など

簡単な規則を選んで

いる。 

○考えたり、試したり

して、攻め方を見つ

けている。 

 

 

ボール蹴りゲーム（第 1 学年） 

運動の特性 

グループ対グループで得点を競い、的にボールを当てることが楽しいゲームである。また、的の当

て方や守り方を工夫してゲームができる楽しさがある。 

ボールを強く蹴り、狙った所に蹴ることを必要とするゲームである。 

 

 

 



３ 学習過程（６時間） 

 知る・試す 慣れる・広げる 深める 

時 １ ２ ３ ４ ５ ６ 

学
習
過
程
の
工
夫 

 

 

 

 

① ル ー ル を

知る。 

② た め し て

遊ぶ。 

 

 

 

 

 

① た め し て

遊ぶ。 

 

 

 

 

 

①まとあてゲー

ムⅠのルール

を知る。 

②ゲームⅠを楽

しむ。 

 

 

 

 

 

① M ま と あ て

ゲ ー ム Ⅰ < １ >

を楽しむ。 

②Ｔ 振り返り 

③ M ま と あ て

ゲ ー ム Ⅰ < ２ >

を楽しむ。 

 

 

 

 

①まとあて

ゲームⅡ

のルール

を知る。 

②ゲームⅡ

を楽しむ。 

 

 

 

 

 

①M ゲーム

Ⅱ<１>を楽

しむ。 

②Ｔ振り返

り          

③M ゲーム

Ⅱ<２>を楽

しむ。 

 

ゲ
ー
ム
設
定
の
工
夫 

   

ここがねらい！ 

まとあてゲームに役立

つ動きや約束を少しず

つ取り入れていく。 

ゲームの特性を知り、意

欲的に取り組むことが

できるようにする。 

 

ここがねらい！ 

振り返りの際に、タブレット

端末を活用し、よい動きを確

認することで、次のゲームに

生かせる動きを全体で練習

する。全員で同じ練習をし、

担任がポイントを伝えなが

ら動きの確認ができる。 

狙ったところに蹴ることが

できる力を身につけるウォ

ーミングアップを行う。 

 

・「強く蹴る」「狙って蹴

る」ことを目的とした

ウォーミングアップ 

①ボールなれゲーム 

・４人で円になって、時

間内にボールを回す。 

・２人でボールを蹴り合

い、時間内で何回パス

できるかを競う。 

②通せるかなゲーム 

・ボールを蹴って、２つ

のコーンの間を通す。 

③当たるかなゲーム 

・的にボールを当てる。 

・蹴り方を工夫できるよ

うに、足の甲や内側（イ

ンサイドキック）で蹴

ることを意識させる。 

・ 

・ゲーム<１>の後にタブレッ 

ト端末で攻めや守りでよい 

動きや作戦を全体に紹介 

し、全体で練習する。 

・仲良くゲームを楽しむため

の言葉「きらきら言葉」を

掲示し、ゲーム中に使える

ようにする。仲良くゲーム

をするために、言葉がけが

できるようにする。      

・みんなでゲームをする 

ことの楽しさを感じさ

せる。また、これまで

に発表してきた攻めや

守 り の 動 き を 確 認 す

る。 

・コートを四面とり全員

がゲームに参加する。 

・ゴールゾーンの的の数

を増やし得点差をつけ

る。 

 

 
 

ここがねらい！ 

(これまでに発表して

きた攻めや守りの動

きを確認しながら、)

まとあてゲームを通

して、みんなでゲーム

することの楽しさや

面白さを味わえるよ

うにする。 

学習の進め方を知る ルールを守り、楽しくまと当

てゲームをする。 

 

ルールを守り、チームで

協力してゲームをする。 

集合・整列・挨拶・ウォーミングアップ（準備運動も含む） 

整理運動・振り返り・挨拶・片付け 

 
・・オフェンス 

・・・的 

 

 

 

○・・オフェンス●・・ディフェンス 

・・的の大きさにより得点差をつける。 

 

 



教師の指導・助言（○評価規準に達していない児童 ◎評価規準以上の児童） 

観点 学習状況 だれに 助言例 

技 

能 

ボ

｜

ル

を

蹴

る 

ボールを強く蹴れない 

個人 

○ボールを最後まで見て蹴ろう。 

◎思い切り足を後ろへ振り上げると強く蹴れ

るね。 

○ボールの横に踏み込んでみよう。 

○ボールの真ん中を蹴ろう。 

○３，４歩助走をつけてみよう。 

○ココで（足の甲で）蹴ろう。 

的

を

狙

う 

的に当たらない 

 

個人 

○おへそを的に向けて蹴ってみよう。 

○相手がいないところでシュートをしよう。 

○どこに移動したら的に当てやすいかな。 

○上手に当てるにはどうしたらいいかな。 

○ボールを蹴る足と反対の足の位置が大切だ

よ。 

○支えている足のつま先を的に向けよう。 

チーム 

○足の内側でパスしよう。 

○反対側にじゃまじゃまがいないよ。パスして

みよう。 

◎●●くんのところはフリーだからパスをし

たところがいいね。 

○パスをもらったら、じゃまじゃまが戻る前に

的に当てよう。 

○じゃまじゃまがいないところに自分で動い

てパスをもらえば、狙いやすいよ。 

○今がチャンスだよ。 

◎相手をおびきよせてから、友達にパスをした

ね。 

的

を

守

る 

蹴ったボールを守れな

い 

個人 

○よく見てもっと手を広げてみよう。 

○相手の足もとをよく見てみよう。 

○ボールを怖がらずに守ろう。 

○足を伸ばしてみよう。 

 

チーム 

○誰がどの人を守るかきめよう。 

○どこを守るのか守る場所を決めよう。 



態 

度 

き 

ま

り

が

守

れ

な

い 

準備や片付けができな

い 

チーム 

○役割分担を決めてやろう。 

○集合が早くなって先生は嬉しいな。 

○ボールがきれいに片付けられていると気持

ちがいいね。 

 

順番や決まりを守らな

い チーム 

○●●君が一番先頭だったよね。 

  

勝敗を素直に受け入れ

ない 

 

 

個人 

○悔しい気持ちをもつことはとてもよくわか

るよ。 

○その気持ちを忘れずに次も頑張っていこう。 

仲

良

く

で

き

な

い 

認め合いが見られない 

個人 

○「どんまい」「ナイスシュート」「ナイスパス」

「だいじょうぶ」「オッケー」などどんどん

声を掛け合おう。 

言葉がけができない 

個人 

○チームで盛り上がる言葉をかけあっていこ

う。 

安

全

が

守

れ

な

い 

安全の確認をしていな

い 

個人 

○周りをよく見てやろう。 

○楽しくゲームをするにはルールを守り、安全

に気をつけてすることが大切だよ。 

 
 

 
 

 
 

 

思 

考
・
判 

断 

攻 

め 

方 

の 

工 

夫 

が 

で 

き 

な 

い 

自分の意見のみで他人

の意見に耳を向けない 個人 

○いろいろな作戦を試してみよう。 

◎みんなの意見をまとめていていいね。 

ゲームのルールがわか

らない 個人 
○先生と一緒に確かめよう。 

話し合いができない 

個人 

○友達のけり方やボールのつなぎ方でよかっ

たなあと思うところを言ってみよう。それを

まねよう。 

チーム 

○友達のけり方やボールのつなぎ方で、うまく

いったところはどこだろう。次のゲームでも

してみよう。 

○友達のけり方やボールのつなぎ方でうまく

いかなかったところはどこだろう。どうした

らうまくできそうかな。チームで練習してみ

よう。 

 

 


